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一一一人口の動き

(8月末現在〉

人口 56.219 

{男 27.057
女 29.162

世帯数13.604

前月比
( +113) 

( +56) 
( +57) 

( +37) 
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(
こ
こ
を
と
じ
、
で
く
だ
さ
い
)

。

856 郵便番号

訓練

一一10月のこよみ一一
1日 共同募金はじまる
1目法の日
6日満月十五夜

10日体育の日

10日 自の愛護デー

14日 鉄道記念白
17日貯蓄の臼
24日国連記念日
27日 読書週間はじまる

十
月
の
呼
名
を
「
か
み
な

づ
き
」
(
神
無
月
)
と
い
い

ま
す
。
徒
然
草
(
つ
れ
づ
れ

ぐ
さ
)
に
は
「
こ
の
月
大
神

宮
の
御
も
と
へ
諸
神
あ
つ
ま

り
給
う
故
名
づ
く
」
と
出
て

お
り
ま
す
し
、
奥
儀
抄
と
い

う
古
い
本
に
も
「
こ
の
月
諸

神
出
雲
国
の
大
社
に
集
り
給

、
っ
故
に
名
、
、
つ
く
る
」
な
ど
あ

っ
て
、
一
般
に
は
、
以
上
の

説
が
そ
の
由
来
と
さ
れ
て
い

る
よ
う
で
す
。
と
も
あ
れ
こ

の
十
月
は
、
天
高
く
す
み
た

く
さ
ん
の
食
物
に
め
ぐ
ま
れ

た
一
年
中
で
い
ち
ば
ん
よ
い

季
節
と
い
わ
れ
ま
す
。
ま
ず

十
分
食
べ
、
や
が
て
く
る
厳

し
い
冬
に
耐
え
る
よ
う
に
お

お
い
に
体
力
の
蓄
積
に
は
げ

み
ま
し
ょ
う
。
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才7回大村まつり11月2日
11月3日

く産業祭を改称〉

たるみこし 古3日仮装カーニパノレ

女 2日大村民踊祭 合 3日県下民謡民芸大会

合10/30--11/4 植木盆栽展示即売会

合 2日
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H

み
ん
な
の
力
で
交
通
事
故

を
な
く
そ
う
H

と
い
う
私
達

の
願
い
も
空
し
く
、
大
村
市

内
で
毎
日
の
よ
う
に
悲
惨
な

交
通
事
故
が
発
生
し
、
今
年

に
な
っ

て
四
名
の
人
が
死
亡

一ニ

O
O名
も
の
人
が
怪
我
を

し
て
い
ま
す
。
ど
う
し
た
ら

交
通
事
故
か
ら
人
命
を
守
る

こ
と
が
で
き
る
で
し
ょ
う
か

?
本
年
も
、
十
月
十
一
日

か
ら

二
十
日
ま
で
の
十
日
間

秋
の
交
通
安
全
運
動
が
全
国

一
斉
に
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
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刷
圃
園
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副
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・
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副
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町
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市
の
初
級
職
員
を
募
集

市
の
初
級
職
を
つ
ぎ
の

と

お
り
募
集
し
ま
す
。

マ
職
種
①
事
務
職

(
主
と
し
て
調

査
な
ど
.外
勤
的
業
務
)

②
技
術
職
(
土
木
、
電
気
)

マ
受
験
資
格
・

つ
ぎ
の
い
づ
れ
か
に
該
当

す
る
男
子

①
高
等
学
校
を
昭
和
四
十

四
年
三
月
卒
業
見
込
の

者

弘』

②
学
歴
は
問
い
ま
せ
ん
が

高
等
学
校
卒
業
程
度
の

学
力
を
有
す
る
者
で
、

昭
和
二
十
五
年
四
月
二

日
か
ら
昭
和
二
十
六
年

四
月
一
日
ま
で
に
生
ま

れ
た
者

。
市
内
に
居
住
す
る
者
ま

た
は
採
用
後
居
住
し
う

る
者

マ
試
験
の
内
容

教
養
試
験
、
専
門
試
験

身
体
検
査
な
ど

っ
て
い
ま
す
が
、
交
通
事
故

防
止
の
鍵
は
お
互
い
の
心
の

持
ち
方
一
つ
に
あ
る
よ
う
で

す
。
そ
こ
で
こ
ん
ど
大
村
市

で
は
、
安
全
運
動
旬
間
中
お

よ
び
毎
月
二
十
日
の
交
通
安

全
日
に
は
、

交
通
安
全
旗
を

マ
試
験
の
日
時
十
月
二
十

七
日
午
前
九
時
か
ら

ム
願
書
受
付
期
間
十
月
三

日
か
ら
十
月
二
十
二
日
ま

でな
お
、
く
わ
し

い
こ
と
は

人
事
課

へ
お
た
づ

ね
く
だ
さ

'ν 

× 

× 

× 

小
児
マ
ヒ
生
ワ
ク
チ
ン

の
投
与
を
う
け
ま
し
ょ

甲つ
マ

日

程

別

表
の
と
お
り

マ
該
当
者
昭
和
四
十
二
年

七
月
一
日
か
ら
昭
和
四
十

三
年
六
月
三
十
日
ま
で
に

生
れ
た
人
で
、
初
回
投
与

， 

¥， 
a実

各一
戸
に
掲
げ
る
運
動
を
お
し

す
す
め
る
こ
と
と
な

η
ま
し

た
。
こ
の
交
通
安
全
旗
は
、

い
ま
一
婦
人
会
が
斡
旋
中
の
国

体
旗
と
同
規
格
の
も
の
で
、

市
交
通
安
全
都
市
推
進
協
議

会
お
よ
び
交
通
安
全
協
会
で

準
備
を
す
る
こ
と
に
な
っ
て

お
り
ま
す
。

お
た
が
い
に
交
通
安
全
旗
を

か
か
げ
大
村
市
内
か
ら
交
通

事
故
を

一
掃
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
出
二
回
目
の
投
与
が

す
ん
で

い
な
い
人

な
お
、
つ
ぎ
に
該
当
す

る
と
き
は
、
医
師
と
十
分

相
談
し
て
投
与
の
こ
と
。

①
発
熱
や
下
痢
を
と
も
な

う
急
性
疾
患
の
と
き
。

②
重
症
結
核
患
者
、
心
臓

血
管
系
疾
患
者
、
病
後

衰
弱
者
、
栄
養
障
害
の

あ
る
人
。

③
種
痘
接
種
後
二
週
間
を

経
過
し
て

い
な
い
人
お

よ
び
麻
し
ん
ワ
ク
チ
シ

接
種
後

一
ヶ
月
を
経
過

し
て
い
な
い
人
。

マ
料
金

無
料

実施場所 実 施月 日 時 閣

萱瀬出張所 10 月 4 日 9.30-12.00 十月

鈴田出張所所I:~ 月 8 日 9:30-12.0。の
竹怯出張 10 月 11 日 9.30-15.30 母

三浦診療所 JO 月 14 日 14.00-15.30 子

福重出張所 10 月 15 日 9.3ト 12.00雲R~ 
松原出張所I10 月 21 日 9.30-問。|

な
お
、
受
付
で
そ
の
世
帯

の
市
民
税
額
を
き
き
ま
す
の

で
-
調
べ
て
き
て
く
だ
い
。

ま
た
、

当
日
は
母
子
手
帳

を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

実施場所 | 実施日

鈴問出張所 I 10月14日
三浦診療所 11 14日
竹松本町公民館 1/ 15日
松原出張所 11 15日
諏訪公民館 1/ 16日
萱瀬出張所 11 16日
市役所 1/ 17日
福重出張所 11 17日

市立 病 院 I 1/ 18日

時
間
は
い
づ
れ
も
午
後
二

時
か
ら
午
後
三
時
三
十
分

ま
で

i ... 

日
曜
当
直
医(日
月
中
〉

六
日

東
本
町
藤
井
医
院

東
本
町
楠
木
眼
科

諏
訪
町

出
口
医
院

原
口
郷
田
中
医

院
十
三
日

西
三
城
町
南
野

医
院

辻
田
町
朝
長
医
院

乾
馬
場
田
崎
医
院
寿
古
郷

長
崎
医
院

二
十
日

東
三
城
町
長
野

病
院
駅
通
海
江
田
医
院

諏
訪
町
上
田
医
院
並
松
今

回
医
院
二
十
七
日

東
本
町
松
尾

医
院

西

三
城
町
琴
尾
医
院

乾
馬
場
福
田
医
院
荒
瀬
沢

田
医
院

市
民
あ
る
こ
う
大
会
伝

参
加
し
よ
う

マ
と
き
十
月
十
日

午
前
八
時
三
城
小
集
合

(雨
天
の
と
き
十
月
十
三
日
〉

マ
コ
i
ス

三
城
小
j
本
町

ー
片
町
I
野
球
場

野
球
場
到
着
後
市
民
球
技

大
会
の
開
会
式
に
参
加
し

式
終
了
後
解
散
し
ま
す
。

， 
，V 

/ 
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寸
ー
明
治
百
年
記
念
文
化

」

一

材

展

示

会

一

「

展
示
品
の
募
集

し

昭和33年4月22日第三種郵便物認可

教
育
委
員
会
で
は
、
き
た

る
十
月
二
十
三
日
か
ら
二
十

七
日
ま
で
の
五
日
間
市
中
央

公
民
館
で
、
明
治
一

0
0年

記
念
文
化
財
展
示
会
を
開
催

す
る
準
備
を
進
め
て
い
ま
す

展
示
品
は
現
在
保
存
中
の
有

形
文
化
財
の
ほ
か
に
、
現
在

生
活
の
中
か
ら
姿
を
消
し
、

ま
た
は
消
そ
う
と
し
て
い
る

民
俗
資
料
、
美
術
工
芸
品
そ

の
他
郷
土
史
に
関
係
の
あ
る

諸
種
の
資
料
な
ど
で
、
広
く

り

マ選モ
業応手|
程募のタ
度貸
以格募 l
上集ボ
の高 l 
学等 ト
刀宅新
を校 A 
有卒ハ

大村市政だよ

市
民
の
み
な
さ
ん
か
ら
出
品

し
て
い
た
だ
い
て
展
示
す
る

こ
と
に
し
て
い
ま
す
。
市
民

の
み
な
さ
ん
で
、
貴
重
な
史

料
や
時
代
の
移
り
か
わ
り
な

ど
が
一
見
し
て
わ
か
る
よ
う

な
生
活
具
品
な
ど
を
お
持
ち

の
方
は
、
こ
の
機
会
に
ご
出

品
を
お
願
い
し
ま
す
。
出
品

物
は
史
談
会
と
婦
人
会
で
取

扱
い
責
任
を
も
っ
て
管
理
い

た
し
ま
す
。
な
お
く
わ
し
い

こ
と
は
社
会
教
育
課
ま
た
は

中
央
公
民
館
に
お
た
ず
ね
く

だ
さ
い
。

す
る
年
令
満
十
八
才
以
上

二
十
五
才
未
満
の
男
女

(
視
力
一
、

O
以
上
、
体

重
五
十
五
キ
ロ
程
度
)

、 ，
r 

一一犬の登録と狂犬予防注射一一

犬の登録と、第2回の狂犬予防注射を

つぎのとおりおこないます

b対象犬生後91日以上の犬
b手数料登録一頭につき300円

b注射ー頭につき210円

犬は丈夫なくさりなどでつなぎつれて

きてください。 また登録と注射がすんだ

犬には必らず鑑札をつけてください。

な
お
、
同
時
に
審
判
員
と

検
査
員
も
募
集
し
ま
す
。
資

格
は
高
校
卒
業
以
上
の
学
力

が
あ
る
満
二
十
一
才
以
上
三

十
才
未
満
の
男
子
。

な
お
く
わ
し
い
こ
と
は
長

崎
県
モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
競
走

会
ま
た
は
事
業
課
へ
お
た
づ

ね
く
だ
さ
い
。

(3) 

実施月日烹五場所 I ~ 施時間 1
10月7日|市役所 I9.00-14.00 I 

|大多武婦人ホーム 15.00-16.00

‘~I 

J 

10.00-10.30 
11. 00-11. 30 
13.00-14.00 
14.30-15.30 
9.30-14.00 
14.30-15.30 
9.30-15.30 
9.30-12.00 
13. 30-14. 30 
15.00-16.00 
10.00-10-30 
11.00-11. 30 
13.00-14.30 
14.40-15.00 
15.20-16.00 
9.30-15.30 
9.30-14.00 
9.30-10.00 
10.30-11. 00 
11. 30-12.0。
13.30-15.30 
9.30-15.30 

今村公民 館

溝陸

三 浦 出張所

農協西部支所

鈴田出張所

岩松駅前広場

西大村出張所

諏訪公民館

池田

微神 堂広場

黒木停留所

M 小学校

萱瀬 出張所

宮代停留所

農協第一支所

竹松出張所

指重 出張所

野岳停留所

東光寺公民館

武留路ゲ

松原出張所

大村保健所

市

民

球

技

市

大

会

を

お
こ
な
い
ま
す

市
民
球
技
の
地
区
大
会
は

参
加
テ

I
ム
ソ
フ
ト
、
パ

レ
l
、
あ
わ
せ
て
一
六
五
チ

ー
ム
が
出
場
し
て
盛
会
に
終

了
し
ま
し
た
が
、
地
区
の
代

表
チ

I
ム
に
よ
っ
て
つ
ぎ
の

と
お
り
市
大
会
を
お
こ
な
い

ま
す
マ
と
き
十
月
十
日
(
体
育

の
日
)
雨
天
の
と
き
は

十
月
十
三
日

マ
場
所
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
市
営
球

場
お
よ
び
補
助
グ
ラ
ン
ド

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
旧
玖
島

/ノ

/ノ

8 

ペγλ/

11 
15 

ろノ

1/ λy 

〆ノ〆/

1/ 9 
ノ

λγ 

λソノ/

中
大
村
校
舎
グ
ラ
シ
ド

お
米
の
価
格
が

か
わ
り
ま
す

十
月
一
日
か
ら
消
費
者
米

価
が
つ
ぎ
の
と
お
り
改
訂
さ

れ
ま
す
。

マ

内

地

米

'
一
、
五
一

O
円

マ
徳
用
上
米
て
二
五

O
円

マ

徳

用

米

一

、

O
二
五
円

(
い
づ
れ
も
十
キ
ロ
当
り
)

な
お
、
業
務
用
米
は
、
内

地
米
六
十
円
、
徳
用
上
米
五

十
円
加
算
さ
れ
ま
す
。

図

書

舘

が

口

口

口
口
休
舘
し
ま
す

図
書
の
整
理
、
点
検
の
た

16 

ソ 25

ゲ 21
l/ 22 
1/ 24 

11 1/ 

λソ 11

λソ λy

λソ 1/

11 11 

ノ

/ノ fノ

め
十
月
十
三
日
か
ら
十
月

十
二
日
ま
で
休
舘
し
ま
す

競
艇
用
ボ

l
ト
の
払
下
げ

マ
ボ

I
ト
と
隻
数
ハ
イ
ド

ロ
ブ
レ
ー
ン
十
四
隻

マ
払
下
げ
価
格
亡
隻
に
つ

き
千
五
百
円
ご
希
望
者

に
一
隻
に
限
る
)

マ
払
下
げ
方
法
希
望
者
の

申
請
に
よ
る
払
下
げ
多

数
の
と
き
は
拍
せ
ん

マ
払
下
げ
場
所
事
業
課

マ
払
下
げ
日
時
十
月
七
日

午
後
一
時
三
十
分

マ
代
金
納
入
契
約
時
即
納

な
お
印
鑑
持
参
の
こ
と
。
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i

異
動
の
と
き
は
訂
正
を

証

国

民

健

康

保

険

の

被

な

っ

た

と

き

猪
保
険
者
で
つ
ぎ
の

よ

う

国

民

健
康
保
険
加
入
者

刺

な

異
動
が
あ
っ
た
と

き

で

、

転
出
、
死
亡
、
世
帯

被

は

、

保

険

証

を

持

参

し

変

更

お
よ
び
社
会
保
険
等

鳴

か
な
ら
ず
訂
正
を
う
け

に
加
入
し
た
と
き
、
な
ら

E

て
く
だ
さ

い

。

び

に
生
活
保
護
を
う
け
る

訂
正
は
、
市
民
課
ま
た
は

よ
う
に
な
っ
た
と
き
。

各
出
張
所
で
取
扱
い
ま
す
。
マ
新
た
に
被
保
険
者
と
な

マ
被
保
険
者
の
資
格
が
な
く
っ
た
と
き

昭和43年10月1日

国
体
の
歴
史そ
の
四

転
入
、
出
生
、
世
帯
変

更
お
よ
び
社
会
保
険
等
を

脱
退
し
た
と
き
、
な
ら
び

に
生
活
保
護
法
に
よ
る
保

護
を
う
け
な
く
な
っ
た
と

き。保
険
証
は
、
み
な
さ
ん
が

納
め
ら
れ
た
保
険
税
で
医
療

の
給
付
を
う
け
ら
れ
る
か
ど

う
か
を
決
定
す
る
重
要
な
も

の
で
す
。
大
切
に
取
扱
い
紛

失
な
ど
が
な
い
よ
う
に
注
意

し
ま
し
ょ
う
。

× 

× 

× 

原
爆
特
別
被
爆
者
へ
お

知
ら
せ

原
子
爆
弾
被
爆
者
に
対
す

る
特
別
措
置
に
関
す
る
法
律

が
制
定
さ
れ

「
特
別
被
爆
者

⑬ 

力
を
続
け
て
成
功
さ
せ
ま
し
火
リ
レ
ー
が
正
式
に
と
り
入
山

た
。
ま
た
、

初
の
カ
ラ

l
記
れ
ら
れ
ま
し
た
。

(天
皇
杯

w

録
映
画
が

つ
く
ら
れ
ま
し
た
静
岡
県
、
皇
后
杯
東
京
都
)

h

写
真

八
選
手
入
場
〉

健
康
手
帳
」
を
持
っ

て
い
る

人
で
つ
ぎ
に
該
当
す
る
人
は

手
当
が
支
給
さ
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
く
わ
し
い
こ

と
は
社
会
課
に
手
帳
を
持
参

し
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

マ
特
別
手
当

原
爆
の
傷
害
作
用
に
よ
る

負
傷
又
は
疾
病
と
認
定
さ
れ

た
特
別
被
爆
者
で
現
に
そ
の

負
傷
又
は
疾
病
に
つ
い
て
治

療
ま
た
は
医
師
の
医
学
的
管

理
を
受
け
る
必
要
が
あ
る
人

手
当
額

壱

万

円

月

マ
健
康
管
理
手
当

特
別
被
爆
者
で
造
血
機
能

障

害

、

肝

臓
障
害
等
の
障

害
を
伴
う
疾
病
に
り
患
し
て

い
る
も
の
の
う
ち
つ
ぎ
に
該

架
空
電
線
路
新
設

工
事
に
ご
注
意

九
電
の
架
空
電
線
路
新
設

工
事
が
つ

ぎ
の

と
お
り
お
こ

な
わ
れ
ま
す
の
で
、
附
近
を

通
行
さ
れ
る
人
お
よ
び
農
耕

者
は
十
分
注
意
し
て
く
だ
さ

hv 
マ
区
域

五
ノ
郷

重
井
田

展
開
さ
れ
た
こ
と
も
、
こ
の
第
十
ニ
回
大
会
(
昭
詑
年
)

大
会
の
大
き
な
特
色
の

一
つ

ま
き
お
乙
る
オ
レ
ン
ヂ

で
あ
り
ま
し
た
。

旋
風

第
十
回
大
会
(
昭
初
年
)

第
十
一
回
大
会

(
昭
汎
年
)
こ
の
大
会
で
開
催
県
の
静

花

ひ

ら

く

県

民

運

動

初

の

力

ラ

|

記

録

映

画

岡
県
は
、
す
べ

て
の
種
目
に

神
奈
川
県
で
お
こ
な

わ

れ

昭

和
三
十
一

年

一
月
、

国
オ
レ
シ
ヂ
色
の
ユ

ニ
ホ
ー
ム

ま
し
た
が
、
国
体
が
新
ら
し
体
開
催
が
地
方
財
政
を
圧
迫
を
つ

く
り
、
各
種
目
に
大
活

い
方
向
に
む
か

つ
て
メ
タ
ー
す
る
こ
と
か
ら
「
地
方
財
政
躍
し
て
オ
レ
シ
ヂ
旋
風
を
ま

ト
し
た
意
義
深
い
大
会
で
あ
再
建
国
体
で
の
国
体
開
催
は

き
お
こ
し
、

開
催
県
と
し
て

り
ま
し
た
。

認

め

な
い
」
と
の
閣
議
決
定
初
め
て
天
皇
杯
を
獲
得
し
ま

ま
た
、
国
体
へ
県
民
総
参

が

あ

り

ま

し

た

。

し

た

。

加
の
態
勢
を
整
え
、
国
体
を
し
か
し
、
す
で
に
開
催
を
ま
た
、
県
民
一
体
と
な
っ

契
機
と
し
て
、
県
民
の
生
活
決
定
し
て
い
た
兵
庫
県
は
、
て
は
な
ば
な
し
い
県
民
運
動

の
中
に
積
極
的
に
ス
ポ
ー
ツ
地
方
開
催
の
モ
デ
ル
国
体
を
の
成
果
を
被
露
し
ま
し
た
。

を
と
り
入
れ
た
県
民
運
動
が
完
成
し
よ
う
と
あ
ら
ゆ
る
努
な
お
、
こ
の
大
会
か
ら
矩

当
す
る
人
、
①
六
十
五
才
以

上
の
人
、
②
身
体
障
害
者
、

③
母
子
世
帯
の
母
親

手

当

額

月

参

千

円

マ
医
療
手
当

特
別
手
当
を
も
ら
え
る
人

で
現
に
そ
の
疾
病
に
つ
い
て

治
療
を
受
け
て
い
る
人

手
当
額
は
日
数
に
よ
り
月
参

千
円

I
五
千
円

マ
介
護
手
当

特
別
被
爆
者
で
精
神
上
文

は
身
体
上
の
障
害
に
よ
的
介

護
を
要
す
る
状
態
に
あ
る
人

で
介
護
に
要
す
る
費
用
を
支

出
し
て
い
る
人

手
当
額
は
参
百
円
に
介
護
を

受
け
た
日
数
を
乗
じ
て
得
た

額
、郷

黒
木

郷

中

岳

郷

田
下
郷
池
田
郷

諏
訪

郷

武

部

郷

徳

泉

川

内

郷

木

場

郷

平

小

川

郷

中
里

郷

今

村
郷

マ
期
間
昭
和
四
十
三
年
九

月
十
八
日
か
ら
昭
和
四
十

四
年
十
月
十
七
日
ま
で

v 


